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(57)【要約】
【課題】穿刺針の刺入予定経路に対する超音波受信ビー
ムの角度を知ることができる超音波診断装置を提供する
。
【解決手段】被検体内に送信された超音波のエコー信号
に基づいて超音波受信ビームを形成する受信ビーム形成
部と、前記超音波受信ビームに基づいて形成されるＢモ
ード画像ｂＩに、前記超音波受信ビームのビーム方向と
被検体内に刺入される穿刺針１１の刺入予定経路との角
度に応じた表示形態を有する穿刺ガイドラインＧＬを表
示させる表示制御部と、を備えることを特徴とする。穿
刺ガイドラインＧＬは、例えば前記角度に応じた太さの
破線で表示される。
【選択図】図２



(2) JP 2014-150870 A 2014.8.25

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に送信された超音波のエコー信号に基づいて超音波受信ビームを形成する受信
ビーム形成部と、
　前記超音波受信ビームに基づいて形成される超音波画像に、前記超音波受信ビームのビ
ーム方向と被検体内に刺入される穿刺針の刺入予定経路との角度に応じた表示形態を有す
る画像を表示させる表示制御部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記画像は、前記穿刺針の刺入予定経路を示す穿刺ガイドラインであって、前記角度に
応じて表示形態が異なる穿刺ガイドラインであることを特徴とする請求項１に記載の超音
波診断装置。
【請求項３】
　前記穿刺ガイドラインは、前記角度に応じて部分的に表示形態が異なることを特徴とす
る請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記画像は、同じ方向に形成される前記超音波受信ビームの領域を示す領域指示画像で
あって、前記角度に応じて表示形態が異なる領域指示画像であることを特徴とする請求項
１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記画像は、前記超音波画像において、前記超音波受信ビームのビーム方向が前記穿刺
針の刺入予定経路と略直交する部分と、それ以外の部分とを識別しうる画像であることを
特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記画像は、前記穿刺針の刺入予定経路を示す穿刺ガイドラインであって、前記超音波
受信ビームのビーム方向が前記穿刺針の刺入予定経路と略直交する部分とそれ以外の部分
とで異なる表示形態で表示される穿刺ガイドラインであることを特徴とする請求項１又は
２に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記画像は、同じ方向に形成される前記超音波受信ビームの領域を示す領域指示画像で
あって、前記超音波受信ビームのビーム方向が前記穿刺針の刺入予定経路と略直交する領
域と、それ以外の領域とを識別しうる画像であることを特徴とする請求項１又は４に記載
の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記超音波受信ビームのビーム方向と前記刺入予定経路との角度は、前記超音波画像に
おける前記超音波受信ビームの位置と前記刺入予定経路の位置とに基づいて特定されるこ
とを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記受信ビーム形成部は、ビーム方向が異なる複数の超音波受信ビームを形成し、該複
数の超音波受信ビームには、前記刺入予定経路に対して略直交する方向の超音波受信ビー
ムが含まれることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　被検体内に送信された超音波のエコー信号に基づいて超音波受信ビームを形成する受信
ビーム形成機能と、
　前記超音波受信ビームに基づいて形成される超音波画像に、前記超音波受信ビームのビ
ーム方向と被検体内に刺入される穿刺針の刺入予定経路との角度に応じた表示形態を有す
る画像を表示させる表示制御機能と、
　を実行させることを特徴とする超音波診断装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波受信ビームのビーム方向と、被検体内に刺入される穿刺針の刺入予定
経路との角度に応じた表示形態を有する画像が表示される超音波診断装置及びその制御プ
ログラム（ｐｒｏｇｒａｍ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置では、被検体の超音波画像をリアルタイム（ｒｅａｌ　ｔｉｍｅ）で表
示することができる。このリアルタイム性を生かし、被検体内に穿刺針を刺入する時に、
穿刺針の位置をリアルタイムの超音波画像によって確認している。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、超音波画像において、被検体内に刺入された穿刺針と、体内
組織とを容易に識別することを目的とした超音波診断装置が記載されている。この超音波
診断装置では、超音波ビームを穿刺針の刺入経路に対して略直交する方向に偏向させてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２０８８５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に記載された超音波診断装置においては、刺入経路に対して略直交する
方向に偏向させた超音波ビームに基づいて得られる超音波画像と、通常の超音波ビームに
基づいて得られる超音波画像とを加算した画像を表示している。この加算画像において、
偏向させた超音波ビームに基づいて得られる超音波画像が加算された部分は、穿刺針が明
瞭に表示される。一方、前記加算画像において、通常の超音波ビームに基づいて得られる
超音波画像のみの部分、すなわち偏向させた超音波ビームに基づく超音波画像が加算され
ていない部分については、偏向させた超音波画像が加算された部分と比べて、穿刺針が明
瞭ではなく、この部分に、穿刺針が達しているか否かが分かりづらい。
【０００６】
　このように、超音波ビームのビーム方向と穿刺針との角度によって、超音波画像におけ
る穿刺針の見え方が異なる。超音波画像において、穿刺針が明瞭に見える部分と不明瞭な
部分とが存在すると、不明瞭な部分に穿刺針が達していても、操作者は、明瞭な部分にし
か穿刺針が達していないと判断するおそれもある。従って、穿刺針に対する超音波ビーム
の角度を知りたいという要望がある。
【０００７】
　また、一方向の超音波ビームのみを形成する場合には、穿刺針を刺入する前に、穿刺針
が明瞭に見えるビーム方向を選択して超音波画像を表示させたいという要望がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の課題を解決するためになされた一の観点の発明は、被検体内に送信された超音波
のエコー信号に基づいて超音波受信ビームを形成する受信ビーム形成部と、前記超音波受
信ビームに基づいて形成される超音波画像に、前記超音波受信ビームのビーム方向と被検
体内に刺入される穿刺針の刺入予定経路との角度に応じた表示形態を有する画像を表示さ
せる表示制御部と、を備えることを特徴とする超音波診断装置である。
【発明の効果】
【０００９】
　上記観点の発明によれば、前記超音波画像に、前記超音波受信ビームのビーム方向と被
検体内に刺入される穿刺針の刺入予定経路との角度に応じた表示形態を有する画像が表示
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されるので、この画像を参照することにより、穿刺針の刺入予定経路に対する超音波受信
ビームの角度を容易に把握することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の実施形態の概略構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図２】Ｂモード画像及び穿刺ガイドラインが表示された表示部を示す図である。
【図３】穿刺予定経路と超音波送受信ビームとの角度を説明する図である。
【図４】穿刺ガイドラインの拡大図である。
【図５】穿刺ガイドラインの他例を示す拡大図である。
【図６】穿刺ガイドラインの他例を示す拡大図である。
【図７】第二実施形態における超音波送受信ビームのビーム方向を示す図である。
【図８】第二実施形態における他の超音波送受信ビームのビーム方向を示す図である。
【図９】第二実施形態における他の超音波送受信ビームのビーム方向を示す図である。
【図１０】合成画像が表示された表示部を示す図である。
【図１１】第二実施形態の第一変形例の表示部を示す図である。
【図１２】第二実施形態の第二変形例の表示部を示す図である。
【図１３】第二実施形態の第三変形例の表示部を示す図である。
【図１４】第三実施形態において、Ｂモード画像が表示された表示部を示す図である。
【図１５】第三実施形態において、他のＢモード画像が表示された表示部を示す図である
。
【図１６】第三実施形態において、他のＢモード画像が表示された表示部を示す図である
。
【図１７】第三実施形態の変形例において、Ｂモード画像が表示された表示部を示す図で
ある。
【図１８】第三実施形態において、他のＢモード画像が表示された表示部を示す図である
。
【図１９】第三実施形態において、他のＢモード画像が表示された表示部を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
（第一実施形態）
　先ず、第一実施形態について、図１～図６に基づいて説明する。図１に示す超音波診断
装置１は、超音波プローブ２、送受信ビームフォーマ３、エコーデータ処理部４、表示制
御部５、表示部６、操作部７、制御部８、記憶部９を備える。
【００１２】
　前記超音波プローブ２は、アレイ状に配置された複数の超音波振動子を有して構成され
、この超音波振動子によって被検体に対して超音波を送信し、そのエコー信号を受信する
。本例では、前記超音波プローブ２は、コンベックス（ｃｏｎｖｅｘ）型の超音波プロー
ブである。ただし、前記超音波プローブ２は、セクタ（ｓｅｃｔｏｒ）型の超音波プロー
ブであってもよい。
【００１３】
　前記超音波プローブ２における超音波の照射面２ａの近傍には、穿刺ガイドアタッチメ
ント１０が着脱自在に取り付けられるようになっている。この穿刺ガイドアタッチメント
１０には穿刺針１１が前進及び後退可能な状態で装着されるようになっている。前記穿刺
針１１は、前記穿刺ガイドアタッチメント１０に設けられたガイド孔（図示省略）に挿入
されることにより、前記穿刺ガイドアタッチメント１０に装着される。前記ガイド孔は、
複数設けられていてもよい。複数の前記ガイド孔は、被検体に対する前記穿刺針１１の刺
入角度が異なっていてもよい。
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【００１４】
　前記穿刺ガイドアタッチメント１０に装着された前記穿刺針１１は、前記超音波プロー
ブ２に前記穿刺ガイドアタッチメント１０が取り付けられた状態において、前記超音波プ
ローブ２のアジマス（ａｚｉｍｕｔｈ）方向（図１のｘ軸方向）における端部に位置する
。
【００１５】
　前記穿刺ガイドアタッチメント１０を介して前記超音波プローブ２に取り付けられた前
記穿刺針１１は、超音波の送受信面（走査面）に沿って、前進及び後退が可能となってい
る。
【００１６】
　前記送受信ビームフォーマ３は、超音波送受信ビームを形成する（ビームフォーミング
機能）。ここに、超音波送受信ビームとは、超音波送信ビームと超音波受信ビームとを含
む概念である。
【００１７】
　前記送受信ビームフォーマ３は、前記超音波プローブ２から所定の送信パラメータの超
音波送信ビームを送信するための信号を、前記制御部８からの制御信号に基づいて前記超
音波プローブ２に供給する。
【００１８】
　また、前記送受信ビームフォーマ３は、前記超音波プローブ２で受信したエコー信号に
対して、Ａ／Ｄ変換、遅延加算処理等の信号処理や、所定のゲイン（ｇａｉｎ）で増幅を
行なう信号処理などを行ない、超音波受信ビームを形成する。前記送受信ビームフォーマ
３は、本発明における受信ビーム形成部の実施の形態の一例である。また、前記ビームフ
ォーミング機能は、本発明における受信ビーム形成機能の実施の形態の一例である。
【００１９】
　前記送受信ビームフォーマ３は、信号処理後のエコーデータを前記エコーデータ処理部
４へ出力する。
【００２０】
　前記エコーデータ処理部４は、前記送受信ビームフォーマ３から出力されたエコーデー
タに対し、超音波画像を作成するための処理を行なう。例えば、前記エコーデータ処理部
４は、対数圧縮処理、包絡線検波処理を含むＢモード処理を行なってＢモードデータを作
成する。
【００２１】
　前記表示制御部５は、表示制御機能を実行する。具体的には、前記表示制御部５は、前
記Ｂモードデータに対し、スキャンコンバータ（ｓｃａｎ　ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）による
走査変換を行なって、Ｂモード画像データを作成する。前記表示制御部５は、前記Ｂモー
ド画像データに基づくＢモード画像を前記表示部６に表示させる。Ｂモード画像は、本発
明における超音波画像の実施の形態の一例である。
【００２２】
　また、前記表示制御部５は、図２に示すように、前記表示部６に表示されたＢモード画
像ＢＩに、前記穿刺針１１の刺入予定経路を示す穿刺ガイドラインＧＬを表示させる。こ
の穿刺ガイドラインＧＬは、前記穿刺ガイドアタッチメント１０を用いて、被検体に前記
穿刺針１１を刺入した場合の刺入経路を示している。
【００２３】
　前記穿刺ガイドアタッチメント１０の種類や、前記穿刺ガイドアタッチメント１０にお
いて穿刺針１１を挿入するガイド孔の位置に応じて、前記Ｂモード画像ＢＩにおける前記
穿刺ガイドラインＧＬの位置が、前記記憶部９に記憶されている。
【００２４】
　前記穿刺ガイドラインＧＬは、超音波送受信ビームとの角度に応じた表示形態で表示さ
れる。詳細は後述する。前記表示制御部５は、本発明における表示制御部の実施の形態の
一例である。また、前記穿刺ガイドラインＧＬは、本発明において、前記超音波受信ビー
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ムのビーム方向と被検体内に刺入される穿刺針の刺入予定経路との角度に応じた表示形態
を有する画像の実施の形態の一例である。
【００２５】
　前記表示部６は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）やＣＲＴ
（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）などである。前記操作部７は、操作者が指示や情
報を入力するためのキーボード及びポインティングデバイス（図示省略）などを含んで構
成されている。
【００２６】
　前記制御部８は、ＣＰＵ（ＣｅｎｔＲａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）であり
、前記記憶部９に記憶された制御プログラムを読み出し、前記ビームフォーミング機能及
び前記表示制御機能をはじめとする前記超音波診断装置１の各部における機能を実行させ
る。
【００２７】
　前記記憶部９は、例えばＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）や半導体メモリ（
ｍｅｍｏｒｙ）などである。
【００２８】
　さて、本例の超音波診断装置１の作用について説明する。操作者は、前記超音波プロー
ブ２によって超音波の送受信を行なって、前記表示部６にＢモード画像ＢＩを表示させる
。操作者は、前記操作部７を用いて、穿刺ガイドアタッチメント１０の種類や穿刺針１１
を挿入するガイド孔の選択を行なう入力を行なう。この入力により、穿刺ガイドラインＧ
Ｌが特定され、前記表示制御部５は、穿刺ガイドラインＧＬを前記Ｂモード画像ＢＩに表
示する。
【００２９】
　ここで、前記穿刺ガイドラインＧＬによって示される穿刺予定経路と、超音波送受信ビ
ームとの角度について図３に基づいて説明する。図３において、符号ｇｌは穿刺予定経路
、符号ＢＭは超音波送受信ビームを示している。前記超音波プローブ２において、音線順
次で超音波の送受信が行われて、超音波送受信ビームＢＭが順次形成される。各超音波送
受信ビームＢＭと穿刺予定経路ｇｌとの角度θ（符号省略）は異なっている。ただし、こ
こではθ≦９０°と定義する。
【００３０】
　なお、図３において、超音波送受信ビームＢＭは一部のみ図示されている。
【００３１】
　前記穿刺ガイドラインＧＬは、前記角度θに応じた表示形態で表示される。前記表示制
御部５は、前記Ｂモード画像ＢＩにおける前記超音波受信ビームＢＭの位置及び穿刺針１
１の刺入予定経路の位置に基づいて前記角度θを特定する。
【００３２】
　本例では、前記穿刺ガイドラインＧＬは破線であり、図４に拡大して示すように、前記
角度θに応じた太さで表示される。前記穿刺ガイドラインＧＬは、第一部分Ｐ１、第二部
分Ｐ２、第三部分Ｐ３、第四部分Ｐ４及び第五部分Ｐ５を有している。前記第一部分Ｐ１
が一番太く、前記第二部分Ｐ２及び前記第三部分Ｐ３が同じ太さで二番目に太い。次いで
、前記第四部分Ｐ４が三番目に太く、前記第五部分Ｐ５が一番細い。
【００３３】
　前記第一部分Ｐ１は、前記角度θがほぼ９０°の部分である。具体的には、前記第一部
分Ｐ１は、９０－α≦θ≦９０の部分である。例えば、αは、前記角度θが、前記Ｂモー
ド画像ＢＩにおいて、前記穿刺針１１が明瞭に見えると操作者等が判断する角度になるよ
うに設定される（例えば、α＜０．５°）。前記第二部分Ｐ２及び前記第三部分Ｐ３は、
９０－β≦θ＜９０－α（α＜β）の部分である。前記第四部分Ｐ４は、９０－γ≦θ＜
９０－β（β＜γ）の部分である。前記第五部分Ｐ５は、９０－δ≦θ＜９０－γ（γ＜
δ）の部分である。
【００３４】
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　前記角度θがほぼ９０°であれば、前記Ｂモード画像ＢＩにおいて、前記穿刺針１１は
明瞭に表示される。一方、前記角度θが９０°よりも小さくなるほど、前記Ｂモード画像
ＢＩにおいて、前記穿刺針１１は不明瞭になる。しかし、前記穿刺ガイドラインＧＬの太
さを参照すれば、穿刺針１１の刺入予定経路ｇｌに対する超音波送受信ビームＢＭの角度
を容易に把握することができ、穿刺ガイドラインＧＬが細い部分については、Ｂモード画
像ＢＩにおいて穿刺針１１が不明瞭であることを意識してＢモード画像ＢＩを観察するこ
とができる。このように、角度θに応じた見え方を意識して穿刺針１１を観察することが
できるので、穿刺針１１が到達しているか否かを容易に判断することができる。
【００３５】
　この第一実施形態において、前記穿刺ガイドラインＧＬは、前記角度θに応じて部分的
に表示形態が異なっていればよく、上述の図４に示されたものに限られない。例えば、図
５に示すように、実線と複数種類の破線とで表示されてもよい。図５では、前記第一部分
Ｐ１が実線である。また、前記第二部分Ｐ２、前記第三部分Ｐ３、前記第四部分Ｐ４及び
前記第五部分Ｐ５は、破線であり、前記角度θに応じて破線の種類が異なっている。
【００３６】
　また、図６に示すように、前記穿刺ガイドラインＧＬは、前記第一部分とその他の部分
（前記第二部分Ｐ２～前記第五部分Ｐ５）とで表示形態が異なっていてもよい。図６では
、前記第一部分Ｐ１の太さと第二部分Ｐ２～第五部分Ｐ５の太さとが異なっている。この
ように、前記穿刺ガイドラインＧＬの表示形態が、前記第一部分Ｐ１とその他の部分とで
異なっていることによっても、前記角度θがほぼ９０°の部分とそれ以外の部分とを認識
することができる。従って、Ｂモード画像ＢＩにおいて穿刺針１１が不明瞭である部分を
意識してＢモード画像ＢＩを観察することができる。
【００３７】
　また、上述の説明において、前記穿刺ガイドラインＧＬは、９０－α≦θ≦９０、９０
－β≦θ＜９０－α、９０－γ≦θ＜９０－β、９０－δ≦θ＜９０－γの四つの範囲に
ついて異なる表示形態で表示されているが、表示形態が異なる角度θの範囲は、これに限
られるわけではない。例えば、前記穿刺ガイドラインＧＬは、前記角度θが１°異なるご
とに、異なる表示形態で表示されてもよい。
【００３８】
（第二実施形態）
　次に、第二実施形態について説明する。以下、第一実施形態とは異なる事項について説
明する。
【００３９】
　本例の超音波診断装置１は、第一実施形態と同一の構成であるが、本例では、前記超音
波プローブ２として、リニア（ｌｉｎｅａｒ）型の超音波プローブを用いる例について説
明する。
【００４０】
　本例では、複数方向の超音波送受信ビームが形成され、各超音波受信ビームに基づいて
得られる超音波画像が合成される。本例では、図７～図９に示すように、三方向の超音波
送受信ビームＢＭ１～ＢＭ３が形成される。具体的には、図７に示された超音波送受信ビ
ームＢＭ１は、前記超音波プローブ２の照射面２ａに対して垂直なビーム方向になってい
る。また、図８に示された超音波送受信ビームＢＭ２及び図９に示された超音波送受信ビ
ームＢＭ３は、前記超音波送受信ビームＢＭ１に対して、互いに異なる方向に同じ角度だ
け傾いたビーム方向になっている。前記超音波送受信ビームＢＭ２と、穿刺針１１の刺入
予定経路ｇｌとの角度θは、ほぼ９０°になっている。一方、前記超音波送受信ビームＢ
Ｍ１，ＢＭ３と前記刺入予定経路ｇｌとの角度θは、９０°よりも小さくなっている。
【００４１】
　前記超音波プローブ２においては、例えば前記超音波送受信ビームＢＭ１を形成するた
めの超音波の送受信を行なった後、前記超音波送受信ビームＢＭ２を形成するための超音
波の送受信を行なう。そして、その後前記超音波送受信ビームＢＭ３を形成するための超
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音波の送受信を行なう。前記表示制御部５は、前記超音波送受信ビームＢＭ１に基づくＢ
モード画像ＢＩ１と、前記超音波送受信ビームＢＭ２に基づくＢモード画像ＢＩ２と、前
記超音波送受信ビームＢＭ３に基づくＢモード画像ＢＩ３とを加算し、得られた合成画像
ＢＩａｄｄを、図１０に示すように前記表示部６に表示させる。なお、図１０では、説明
の便宜上、前記Ｂモード画像ＢＩ１～ＢＩ３の輪郭線が示されているが、実際の合成画像
ＢＩａｄｄにはこのような輪郭線は表示されない。
【００４２】
　また、前記表示制御部５は、図１０に示すように、前記表示部６に表示された合成画像
ＢＩａｄｄに、穿刺ガイドラインＧＬを表示させる。本例でも、操作者による前記操作部
７の入力によって、前記穿刺ガイドラインＧＬが表示される。
【００４３】
　本例においても、前記穿刺ガイドラインＧＬは、超音波送受信ビームＢＭと前記穿刺予
定経路ｇｌ（穿刺ガイドラインＧＬ）との角度θに応じた表示形態で表示される。本例で
は、前記穿刺ガイドラインＧＬは、前記超音波送受信ビームＢＭ２が形成された領域Ｒａ
と、それ以外の領域Ｒｂとで、破線の種類が異なっている。
【００４４】
　前記超音波送受信ビームＢＭ２が形成された領域Ｒａは、前記Ｂモード画像ＢＩ２と前
記Ｂモード画像ＢＩ１の一部とが加算された領域及び前記Ｂモード画像ＢＩ２のみの領域
である（平行四辺形の領域）。ちなみに、この領域Ｒａにおいては、前記超音波送受信ビ
ームＢＭ２と穿刺ガイドラインＧＬとの角度θは、ほぼ９０°であり、前記合成画像ＢＩ
ａｄｄにおいて、前記穿刺針１１は明瞭に表示される。
【００４５】
　前記超音波送受信ビームＢＭ２が形成された領域以外の領域Ｒｂ、すなわち前記超音波
送受信ビームＢＭ１のみが形成された領域、前記超音波送受信ビームＢＭ１，ＢＭ３の両
者が形成された領域及び前記超音波ビームＢＭ３が形成された領域は、前記Ｂモード画像
ＢＩ１のみの領域、前記Ｂモード画像ＢＩ１と前記Ｂモード画像ＢＩ３とが加算された領
域及び前記Ｂモード画像ＢＩ３のみの領域である（三角形の領域）。
【００４６】
　複数の超音波送受信ビームＢＭが形成されている部分については、前記角度θとして、
例えば大きい方の角度を用いる。例えば、前記領域Ｒａは、前記超音波送受信ビームＢＭ
１が形成された部分を含むが、この超音波送受信ビームＢＭ１と穿刺予定経路ｇｌとの角
度よりも、前記超音波送受信ビームＢＭ２と穿刺予定経路ｇｌとの角度の方が大きい。従
って、前記角度θとして、前記超音波送受信ビームＢＭ２と穿刺予定経路ｇｌとの角度を
用いて、前記領域Ｒａにおける前記穿刺ガイドラインＧＬの表示形態を決定する。
【００４７】
　本例によれば、前記角度θが、ほぼ９０°の領域と、それ以外の領域とで、前記穿刺ガ
イドラインＧＬの表示形態が異なっている。従って、第一実施形態と同様に、Ｂモード画
像ＢＩにおいて穿刺針１１が不明瞭である部分を意識してＢモード画像ＢＩを観察するこ
とができる。
【００４８】
　次に、第二実施形態の変形例について説明する。先ず、第一変形例について説明する。
第一変形例では、前記表示制御部５は、図１１に示すように、前記超音波受信ビームＢＭ
２が形成された領域Ｒａを示す輪郭線ＯＬを前記表示部６に表示させる。前記輪郭線ＯＬ
は、同じ方向に形成される超音波受信ビームの領域を示す領域指示画像の実施の形態の一
例である。
【００４９】
　この第一変形例においても、前記輪郭線ＯＬにより、前記Ｂモード画像ＢＩにおいて、
超音波送受信ビームＢＭが穿刺針１１の刺入予定経路ｇｌと直交する領域とそれ以外の領
域とを識別しうるので、穿刺針１１が明瞭である部分と不明瞭である部分とを意識してＢ
モード画像ＢＩを観察することができる。
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【００５０】
　この第一変形例において、特に図示しないが、前記領域Ｒａではなく、前記領域Ｒｂに
前記輪郭線ＯＬが表示されてもよい。前記領域Ｒｂに前記輪郭線ＯＬが表示されることに
よっても、超音波送受信ビームＢＭが穿刺針１１の刺入予定経路ｇｌと直交する領域とそ
れ以外の領域とを識別しうる。
【００５１】
　次に、第二変形例について説明する。本例では、図１２に示すように、前記超音波送受
信ビームＢＭ２が形成された領域Ｒａとそれ以外の領域Ｒｂとで、前記穿刺ガイドライン
ＧＬの表示形態が異なる。また、前記領域Ｒｂにおいて、領域Ｒｂ１と領域Ｒｂ２とで、
前記穿刺ガイドラインＧＬの表示形態が異なる。図１２では、前記穿刺ガイドラインＧＬ
は、前記領域Ｒａと前記領域Ｒｂ１と前記領域Ｒｂ２とで、破線の種類が異なっている。
【００５２】
　前記領域Ｒｂ１は、前記領域Ｒｂのうち、前記超音波送受信ビームＢＭ１が形成された
領域であり、前記Ｂモード画像ＢＩ１のみの領域及び前記Ｂモード画像ＢＩ１と前記Ｂモ
ード画像ＢＩ３とが加算された領域である。また、前記領域Ｒｂ２は、前記領域Ｒｂのう
ち、前記超音波送受信ビームＢＭ３のみが形成された領域であり、前記Ｂモード画像ＢＩ
３のみの領域である。
【００５３】
　本例によれば、前記角度θに応じて、前記穿刺ガイドラインＧＬは、三種類の破線で表
示され、部分的に表示形態が異なっているので、前記角度θに応じた見え方を意識して穿
刺針１１を観察することができる。
【００５４】
　次に、第三変形例について説明する。本例では、図１３に示すように、前記領域Ｒａの
輪郭線ＯＬａ、前記領域Ｒｂ１の輪郭線ＯＬｂ１及び前記領域Ｒｂ２の輪郭線ＯＬｂ２が
表示される。前記輪郭線ＯＬａ，ＯＬｂ１，ＯＬｂ２は、互いに表示形態が異なっている
。図１３では、前記輪郭線ＯＬａは実線である。また、前記輪郭線ＯＬｂ１，ＯＬｂ２は
、種類が異なる破線である。
【００５５】
　ちなみに、他の図において、説明の便宜上示されている、前記Ｂモード画像ＢＩ１及び
前記Ｂモード画像ＢＩ３の輪郭線は、図１３では図示省略されている。
【００５６】
　本例によれば、前記角度θに応じて、表示形態が異なる輪郭線ＯＬａ，ＯＬｂ１，ＯＬ
ｂ２が表示されるので、前記角度θに応じた見え方を意識して穿刺針１１を観察すること
ができる。
【００５７】
（第三実施形態）
　次に、第三実施形態について説明する。以下、第一、第二実施形態とは異なる事項につ
いて説明する。
【００５８】
　本例においても、第二実施形態と同様に、リニア型の超音波プローブを用いた超音波の
送受信が行われ、前記超音波送受信ビームＢＭ１～ＢＭ３が形成される。ただし、第二実
施形態とは異なり、前記Ｂモード画像ＢＩ１～ＢＩ３が加算された合成画像ＢＩａｄｄは
作成されない。本例では、前記超音波送受信ビームＢＭ１を形成するための超音波の送受
信、前記超音波送受信ビームＢＭ２を形成するための超音波の送受信、前記超音波送受信
ビームＢＭ３を形成するための超音波の送受信が切り替えて行われ、前記超音波送受信ビ
ームＢＭ１～ＢＭ３のいずれかに基づくＢモード画像ＢＩが表示される。前記超音波送受
信ビームＢＭ１～ＢＭ３の切り替えは、操作者による前記操作部７の入力に基づいて行わ
れる。
【００５９】
　図１４～図１６に示すように、Ｂモード画像ＢＩ１～Ｂモード画像ＢＩ３には、前記角
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ラインＧＬは破線であり、前記角度θに応じて、破線の種類が異なっている。
【００６０】
　本例によれば、操作者は、穿刺針１１を刺入する前に、前記超音波送受信ビームＢＭの
ビーム方向を切り替えて、前記Ｂモード画像ＢＩ１～ＢＩ３のいずれかを表示させる。Ｂ
モード画像ＢＩ１～ＢＩ３には、前記角度θに応じた表示形態の前記穿刺ガイドラインＧ
Ｌが表示されるので、穿刺針１１が最も明瞭に見えるビーム方向を容易に把握することが
できる。従って、操作者は、穿刺針１１を刺入する前に、穿刺針１１が最も明瞭に見える
ビーム方向を容易に選択することができる。
【００６１】
　本例では、前記超音波送受信ビームＢＭ２のビーム方向が、穿刺針１１が最も明瞭に見
える方向である。従って、操作者は、前記超音波送受信ビームＢＭ２のビーム方向を選択
してＢモード画像ＢＩ２を表示させた後、穿刺針１１を刺入する。
【００６２】
　次に、第三実施形態の変形例について説明する。この変形例では、図１７～図１９に示
すように、Ｂモード画像ＢＩ１～ＢＩ３の輪郭に、前記角度θに応じた表示形態を有する
輪郭線ＯＬ１，ＯＬ２，ＯＬ３が表示される。本例では、前記輪郭線ＯＬ１，ＯＬ２，Ｏ
Ｌ３は破線であり、破線の種類が異なっている。
【００６３】
　以上、本発明を前記各実施形態によって説明したが、本発明はその主旨を変更しない範
囲で種々変更実施可能なことはもちろんである。例えば、前記穿刺ガイドラインＧＬの表
示形態は、上述のものに限られず、前記角度θに応じて色が異なっていてもよい。また、
前記輪郭線ＯＬも、前記角度θに応じて色が異なっていてもよい。
【００６４】
　また、前記領域Ｒａや前記領域Ｒｂ，Ｒｂ１，Ｒｂ２を示す画像は、前記輪郭線ＯＬ，
ＯＬａ，ＯＬｂ１，ＯＬｂ２に限られず、例えば前記領域Ｒａや前記領域Ｒｂ，Ｒｂ１，
Ｒｂ２に、色を付してもよい。この場合、前記角度θに応じて異なる色とする。ただし、
色を付す場合には、背景のＢモード画像ＢＩを透過させる。
【００６５】
　また、例えば超音波送信ビームのフォーカスを形成しない場合には、前記角度θは、超
音波受信ビームのビーム方向と穿刺予定経路ｇｌとの角度とする。
【符号の説明】
【００６６】
　　１　超音波診断装置
　　３　送受信ビームフォーマ（受信ビーム形成部）
　　５　表示制御部
　　１１　穿刺針
　　ＧＬ　穿刺ガイドライン
　　ｇｌ　刺入予定経路
　　ＯＬ　輪郭線
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